
　令和７年度予算の概要

安全な農畜水産物安定供給のための包括的

レギュラトリーサイエンス研究推進事業

農林水産技術会議事務局

研究開発官（基礎・基盤、環境）室

令 和 ７ 年 ４ 月 





○
安

全
な

農
畜

⽔
産

物
安

定
供

給
の

た
め

の
包

括
的

レ
ギ

ュラ
トリ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

研
究

推
進

事
業

【令
和

７
年

度
予

算
額

 6
02

（
60

8）
百

万
円

】

＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
事

業
の

内
容

＞
１

．
課

題
解

決
型

プ
ロ

ジ
ェク

ト研
究

シ
ー

ズ
研

究
か

ら応
⽤

・開
発

ま
で

、我
が

国
の

研
究

勢
⼒

を
結

集
して

総
合

的
・体

系
的

に
推

進
す

べ
き

⻑
期

的
視

点
が

求
め

られ
る

⼤
規

模
な

研
究

を
実

施
しま

す
。

（
研

究
費

・研
究

実
施

期
間

）
○

研
究

費
︓

課
題

ご
とに

設
定

○
研

究
期

間
︓

原
則

５
年

２
．

短
期

課
題

解
決

型
研

究
現

存
す

る
技

術
シ

ー
ズ

や
知

⾒
を

活
⽤

して
、１

〜
３

年
程

度
で

成
果

が
⾒

込
ま

れ
る

⽐
較

的
規

模
の

⼩
さい

研
究

課
題

を
短

期
的

・機
動

的
に

実
施

しま
す

。
（

研
究

費
・研

究
実

施
期

間
）

○
研

究
費

︓
3,

00
0万

円
以

内
/年

○
研

究
期

間
︓

原
則

３
年

以
内

シ
ー

ズ
研

究
か

ら
応

⽤
・開

発
ま

で
実

施

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）

消
費

・安
全

局
⾷

品
安

全
政

策
課

⾷
品

安
全

科
学

室
（

03
-3

50
2-

57
22

）

②
短

期
課

題
解

決
型

研
究

シ
ー

ズ
研

究

応
⽤

・開
発

ま
で

実
施

し、
科

学
的

知
⾒

を
獲

得

３
年

以
内

で
機

動
的

に
実

施

科
学

的
知

⾒
を

獲
得

＜
新

規
課

題
例

＞
令
和
６
年
３
⽉
改
正
の
「安
全
な
農
畜
⽔
産
物
の
安
定
供
給
の
た
め
の
レ

ギ
ュラ
トリ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
推
進
計
画
」別
紙
に
⽰
す
優
先
危
害
要
因
等
を

対
象
とし
た
研
究
を
新
た
に
実
施

○
国

産
豚

熱
マ

ー
カー

ワ
クチ

ン及
び

ワ
クチ

ン抗
体

識
別

⽤
EL
IS
Aキ

ット
の

開
発

に
関

す
る

研
究

○
テ

ンサ
イシ

ス
トセ

ンチ
ュウ

対
策

に
導

⼊
可

能
性

の
あ

る
輪

作
候

補
作

物
の

防
除

効
果

及
び

リス
クの

評
価

に
関

す
る

研
究

＜
継
続

課
題

例
＞

○
海

洋
環

境
の

変
化

を
踏

ま
え

た
⾙

毒
低

減
等

安
全

性
向

上
に

係
る

技
術

開
発

、検
証

○
動

植
物

検
疫

に
お

け
る

AI
を

活
⽤

した
X線

画
像

解
析

に
よ

る
輸

⼊
検

査
技

術
・シ

ス
テ

ム
の

開
発

ア
未

来
の

⾷
品

安
全

プ
ロ

ジ
ェク

ト
（

拡
充

）
○

気
候

変
動

を
考

慮
した

か
び

毒
汚

染
実

態
解

明
に

関
す

る
研

究
(拡

充
)

○
コメ

中
の

有
害

元
素

吸
収

低
減

の
研

究
（

拡
充

）
○

農
産

物
中

の
有

機
フッ

素
化

合
物

（
PF

AS
）

に
つ

い
て

、
農

地
⼟

壌
、

⽔
等

か
らの

移
⾏

特
性

の
解

明
に

関
す

る
研

究
（

拡
充

）

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

⾷
品

安
全

、動
物

衛
⽣

、植
物

防
疫

等
の

問
題

発
⽣

の
未

然
防

⽌
や

発
⽣

後
の

被
害

拡
⼤

防
⽌

の
た

め
、⾏

政
施

策
・措

置
の

決
定

に
必

要
な

科
学

的
知

⾒
を

得
る

た
め

の
研

究
（

レ
ギ

ュラ
トリ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

に
属

す
る

研
究

）
を

、内
容

に
応

じて
柔

軟
に

規
模

や
期

間
な

どを
選

択
して

実
施

しま
す

。

＜
事

業
⽬

標
＞

○
安

全
な

国
産

農
畜

⽔
産

物
の

国
内

外
へ

の
安

定
供

給
に

資
す

る
た

め
、⾷

品
安

全
・動

物
衛

⽣
・植

物
防

疫
等

の
⾏

政
施

策
・措

置
に

反
映

可
能

な
科

学
的

知
⾒

（
有

害
化

学
物

質
等

の
低

減
技

術
、⾼

感
度

分
析

法
、難

防
除

病
害

⾍
の

防
除

技
術

、家
畜

⽤
ワ

クチ
ン、

疫
学

デ
ー

タ等
）

を
取

得
[令

和
11

年
度

ま
で

]

⾏
政

施
策

・措
置

に
活

⽤

原
則

５
年

で
実

施

既
存

の
シ

ー
ズ

等
を

活
⽤

し、
緊

急
に

必
要

な
研

究
を

実
施

⾏
政

施
策

・措
置

に
活

⽤

ウ
ワ

ン
ヘ

ル
ス

・ア
プ

ロ
ー

チ
推

進
プ

ロ
ジ

ェク
ト

○
新

た
な

⼈
獣

共
通

感
染

症
の

発
⽣

に
備

え
た

事
前

リス
ク評

価
○

環
境

へ
の

抗
菌

剤
・薬

剤
耐

性
菌

の
拡

散
量

低
減

を
⽬

指
した

ワ
ンヘ

ル
ス

推
進

プ
ロジ

ェク
ト

イ
動

物
衛

⽣
対

応
プ

ロ
ジ

ェク
ト

（
新

規
・拡

充
）

○
豚

熱
清

浄
化

及
び

ア
フリ

カ豚
熱

防
疫

体
制

強
靭

化
の

た
め

の
技

術
開

発
促

進
プ

ロジ
ェク

ト（
新

規
）

○
新

た
な

感
染

症
の

出
現

に
対

して
レ

ジ
リエ

ント
な

畜
産

業
を

実
現

す
る

た
め

の
家

畜
感

染
症

対
策

技
術

の
開

発
（

拡
充

）

1

※
レ

ギ
ュラ

トリ
ー

サ
イエ

ンス
︓

科
学

的
知

⾒
と、

規
制

な
どの

⾏
政

施
策

・措
置

との
間

を
橋

渡
しす

る
科

学
。

※
PF

AS
︓

パ
ー

フル
オ

ロア
ル

キ
ル

化
合

物
及

び
ポ

リフ
ル

オ
ロア

ル
キ

ル
化

合
物

。約
45

00
 種

以
上

あ
る

とさ
れ

て
い

る
⼈

⼯
の

有
機

フッ
素

化
合

物
（

PF
O

A、
PF

O
S等

も
含

む
）

の
総

称
。

PF
O

A︓
パ

ー
フル

オ
ロオ

クタ
ン酸

。⽔
や

油
を

は
じく

性
質

が
あ

り、
調

理
器

具
の

フッ
素

樹
脂

加
⼯

、紙
の

表
⾯

処
理

剤
等

に
⽤

い
られ

て
き

た
有

機
フッ

素
化

合
物

。
PF

O
S︓

パ
ー

フル
オ

ロオ
クタ

ンス
ル

ホ
ン酸

。⽔
や

油
を

は
じく

性
質

が
あ

り、
撥

⽔
剤

、表
⾯

処
理

剤
、泡

消
化

剤
等

に
⽤

い
られ

て
き

た
有

機
フッ

素
化

合
物

。

国
⺠

間
団

体
等

（
公

設
試

・⼤
学

を
含

む
）

委
託

＜
事

業
の

流
れ

＞

①
課

題
解

決
型

プ
ロ

ジ
ェク

ト研
究

1



⼟
壌

種
に

よ
りP

FA
Sの

吸
着

性
が

異
な

る
可

能
性

が
⽰

唆
され

て
い

る
も

の
の

、知
⾒

は
僅

少
→

主
要

な
農

地
⼟

壌
種

（
⿊

ボ
ク

⼟
、褐

⾊
⼟

等
）

へ
の

吸
着

性
を

検
証

近
年

、⽔
稲

栽
培

期
に

猛
暑

・少
⾬

傾
向

。ヒ
素

低
減

に
は

環
境

条
件

も
⼤

き
く影

響
→

低
ヒ素

品
種

の
候

補
株

に
つ

い
て

栽
培

環
境

の
影

響
を

検
証

⽔
⽥

か
らの

メタ
ン発

⽣
抑

制
と

コメ
中

有
害

元
素

吸
収

低
減

の
両

⽴
温

暖
化

に
よ

る
か

び
毒

産
⽣

菌
分

布
変

化
予

測
、

農
薬

使
⽤

低
減

と栽
培

管
理

の
両

⽴
農

産
物

中
PF

AS
の

分
析

⽅
法

の
確

⽴
、

⼟
壌

、⽔
等

か
らの

移
⾏

特
性

の
解

明
⾙

毒
の

モ
ニタ

リン
グ

、
低

減
⼿

法
の

確
⽴

代
替

タン
パ

ク質
源

（
昆

⾍
）

中
の

有
害

物
質

の
デ

ー
タベ

ー
ス

化
、管

理
⼿

法
の

確
⽴

安
全

な
農

畜
⽔

産
物

安
定

供
給

の
た

め
の

包
括

的
レ

ギ
ュラ

トリ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
推

進
事

業
の

うち
①

課
題

解
決

型
プ

ロ
ジ

ェク
ト研

究
ア

持
続

可
能

な
農

林
⽔

産
業

推
進

とフ
ー

ドテ
ック

等
の

振
興

に
対

応
した

未
来

の
⾷

品
安

全
プ

ロ
ジ

ェク
ト

背
景

と⽬
的

背
景

と⽬
的

期
待

さ
れ

る
効

果
期

待
さ

れ
る

効
果【１

】
気

候
変

動
、温

暖
化

対
策

を
考

慮
した

⽶
⻨

等
農

産
物

に
お

け
る

安
全

性
担

保
の

た
め

の
研

究
（

か
び

毒
、有

害
元

素
）

【２
】

安
全

な
農

畜
⽔

産
物

供
給

の
た

め
の

有
害

化
学

物
質

、微
⽣

物
の

分
析

･管
理

技
術

に
関

す
る

研
究

（
PF

AS
、⾙

毒
等

）
【３

】
安

全
な

代
替

タン
パ

ク質
⽣

産
や

新
⾷

料
資

源
の

活
⽤

に
資

す
る

フー
ドテ

ック
研

究

研
究

内
容

研
究

内
容

【令
和

７
年

度
予

算
額
︓
10
0（

10
0）

百
万
円

】

2

令
和

7年
度

に
拡

充
す

る
内

容


気

候
変

動
に

よ
り⽣

産
環

境
が

変
化

す
る

中
、従

来
問

題
とな

って
い

な
か

った
新

た
な

か
び

毒
や

海
産

毒
な

どの
リス

ク増
⼤

と対
策

の
必

要
性

が
国

際
的

に
認

識
さ

れ
て

い
る

（
20

21
FA

O
レ

ポ
ー

ト）
。ま

た
、我

が
国

の
⽕

⼭
性

⼟
壌

に
含

有
す

る
有

害
元

素
（

ヒ素
、カ

ドミ
ウム

）
の

コメ
へ

の
吸

収
低

減
技

術
に

つ
い

て
も

、今
後

の
⽣

産
環

境
の

変
化

に
対

応
す

る
必

要
が

あ
る

。


20
24

年
6⽉

、⾷
品

安
全

委
員

会
は

有
機

フッ
素

化
合

物
（

PF
AS

）
に

関
す

る
リス

ク評
価

を
実

施
し、

耐
容

⼀
⽇

摂
取

量
が

⽰
され

た
。今

後
、リ

ス
ク管

理
推

進
の

検
討

に
科

学
的

知
⾒

（
例

︓
⽣

産
環

境
か

ら農
産

物
へ

の
移

⾏
特

性
等

）
の

集
積

が
急

務
で

あ
る

。


これ
らの

課
題

に
適

切
に

対
応

す
る

こと
は

、国
産

⾷
品

の
国

際
的

な
信

頼
性

、中
⻑

期
的

な
⾷

料
安

定
供

給
に

直
結

す
る

。こ
の

た
め

、先
⼿

を
打

って
、⽣

産
管

理
の

た
め

の
技

術
を

開
発

、⽣
産

現
場

に
導

⼊
す

る
こと

に
よ

り、
国

産
⾷

品
の

安
全

性
対

策
を

強
化

す
る

。


代
替

タン
パ

ク質
源

に
つ

い
て

国
際

的
に

関
⼼

が
⾼

ま
る

中
、こ

れ
ら新

規
⾷

品
の

品
質

と安
全

性
の

検
証

の
た

め
に

は
さら

な
る

研
究

の
必

要
性

が
認

識
され

て
い

る
（

20
21

FA
O

レ
ポ

ー
ト）

。こ
の

た
め

、新
規

⾷
品

の
有

害
化

学
物

質
や

ア
レ

ル
ゲ

ン物
質

の
デ

ー
タベ

ー
ス

化
、適

切
な

⽣
産

管
理

技
術

の
開

発
な

ど、
安

全
性

・
信

頼
性

に
関

す
る

基
盤

技
術

の
開

発
を

進
め

る
。


⾷

品
安

全
に

関
す

る
国

内
外

の
情

勢
に

適
切

に
対

応


農
畜

⽔
産

物
の

⽣
産

⼯
程

に
お

け
る

有
害

化
学

物
質

及
び

有
害

微
⽣

物
の

リス
クを

低
減

す
る

た
め

の
⾏

政
指

針
等

の
策

定
と開

発
技

術
の

現
場

へ
の

普
及


⾷

品
事

業
者

の
指

導
や

消
費

者
へ

の
情

報
提

供
等

に
活

⽤


⾼
い

成
⻑

性
が

⾒
込

ま
れ

る
フー

ドテ
ック

分
野

に
お

け
る

国
際

的
な

リー
ダー

シ
ップ

の
発

揮
、国

内
事

業
者

及
び

消
費

者
の

理
解

、対
応

⼒
向

上

③

①
、②

②
有

害
元

素
（

⽔
管

理
、資

材
に

よ
る

影
響

の
検

証
、ヒ

素
吸

収
等

に
関

与
す

る
遺

伝
⼦

の
特

定
）

③
PF

AS
（

主
要

な
農

作
物

の
PF

AS
の

移
⾏

・蓄
積

特
性

を
検

証
）

新
た

に
規

格
基

準
が

設
定

され
る

O
TA

や
降

⾬
に

よ
る

か
び

毒
増

加
等

へ
の

対
応

→
簡

易
分

析
法

を
開

発
、収

穫
・貯

蔵
期

の
乾

燥
条

件
を

検
証

①
か

び
毒

（
か

び
毒

産
⽣

菌
分

布
の

実
態

把
握

、気
象

要
因

の
解

析
、分

析
技

術
の

⾼
度

化
）

2



豚
熱

清
浄

化
及

び
ア

フリ
カ

豚
熱

防
疫

体
制

強
靭

化
の

た
め

の
技

術
開

発
促

進
プ

ロ
ジ

ェク
ト（

新
規

）
16

0（
0）

百
万

円

背
景

と⽬
的

研
究

内
容

期
待

さ
れ

る
効

果

•
ワ

クチ
ンを

有
効

に
活

⽤
しな

が
ら防

疫
措

置
を

流
⾏

地
に

集
中

して
実

施
し、

CS
F早

期
清

浄
化

に
よ

る
経

済
被

害
の

低
減

と豚
⾁

の
安

定
供

給
を

達
成

•
世

界
に

先
駆

け
て

⾼
い

感
染

防
御

効
果

と⾼
い

安
全

性
を

両
⽴

した
AS

Fワ
クチ

ンの
開

発
に

よ
る

防
疫

体
制

の
強

靭
化

•
野

⽣
イノ

シ
シ

か
らの

効
率

的
な

清
浄

化
⼿

法
の

開
発

に
よ

り、
周

辺
環

境
か

ら農
場

へ
の

疾
病

伝
播

リス
クを

効
果

的
に

低
減

す
る

防
疫

体
制

を
構

築

安
全

な
農

畜
⽔

産
物

安
定

供
給

の
た

め
の

包
括

的
レ

ギ
ュラ

トリ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
推

進
事

業
の

うち
①

課
題

解
決

型
プ

ロ
ジ

ェク
ト研

究
イ

動
物

衛
⽣

対
応

プ
ロ

ジ
ェク

トの
うち

豚
熱

及
び

ア
フリ

カ
豚

熱
の

技
術

開
発

プ
ロ

ジ
ェク

ト
（

令
和

７
〜

11
年

度
）

【令
和

７
年

度
予

算
額
︓
29
8（

28
7）

百
万
円
の
内
数
（
配
分
額
︓
16
0（

０
）
百
万
円
）
】

【１
】

CS
Fウ

イル
ス

の
感

染
拡

⼤
・縮

⼩
予

測
モ

デ
ル

の
開

発
、流

⾏
株

の
遺

伝
⼦

変
異

に
伴

う病
態

の
変

化
や

ワ
クチ

ンの
効

果
的

な
活

⽤
に

関
す

る
検

証
【２

】
AS

Fに
対

す
る

⾼
い

安
全

性
及

び
有

効
性

を
兼

ね
備

え
た

ワ
クチ

ンの
実

⽤
化

研
究

及
び

ベ
クタ

ー
とな

り得
る

我
が

国
に

⽣
息

す
る

ダニ
の

リス
ク評

価
【３

】
イノ

シ
シ

の
⽣

息
状

況
を

正
確

に
推

定
す

る
⼿

法
及

び
死

体
や

環
境

材
料

等
か

ら⾼
精

度
に

ウイ
ル

ス
汚

染
地

域
・密

度
を

評
価

す
る

⼿
法

の
開

発
等

流
⾏

の
⻑

期
化

に
よ

って
複

雑
化

す
る

CS
Fの

流
⾏

形
態

や
ウイ

ル
ス

の
多

様
化

に
対

応
した

対
策

世
界

に
先

駆
け

て
⾼

い
安

全
性

と有
効

性
を

兼
ね

備
え

た
国

産
AS

Fワ
クチ

ンの
実

⽤
化

イノ
シ

シ
の

正
確

な
動

き
を

把
握

す
る

こと
に

よ
り効

果
的

な
防

疫
措

置
を

集
中

して
実

施
可

能
とす

る
基

盤
技

術
を

開
発

3

〇
豚

熱
（

CS
F）

に
つ

い
て

は
、2

01
8年

9⽉
9⽇

の
岐

⾩
県

で
発

⽣
して

以
来

、2
3都

県
で

計
94

事
例

発
⽣

し、
これ

ま
で

約
40

.3
万

頭
を

殺
処

分
（

令
和

６
年

12
⽉

10
⽇

時
点

）
。2

01
9年

10
⽉

に
我

が
国

は
W

O
AH

（
国

際
獣

疫
事

務
局

）
が

認
定

す
る

豚
熱

の
清

浄
国

ス
テ

ー
タス

を
消

失
。現

在
、豚

熱
は

国
内

の
養

豚
産

業
に

お
い

て
最

⼤
の

脅
威

とな
って

お
り、

清
浄

化
に

向
け

た
技

術
・⼿

法
開

発
が

必
要

。
〇

ア
フリ

カ豚
熱

（
AS

F）
に

つ
い

て
は

、我
が

国
で

未
発

⽣
で

あ
り、

国
外

か
ら持

ち
込

ま
れ

た
複

数
の

豚
⾁

製
品

か
らA

SF
ウイ

ル
ス

が
分

離
され

て
い

る
こと

に
危

機
感

を
持

って
対

応
して

き
た

とこ
ろ

。ア
フリ

カや
⼀

部
ヨー

ロッ
パ

の
疾

病
とし

て
認

識
され

て
い

た
本

病
は

、2
01

8年
８

⽉
に

中
国

で
の

初
発

⽣
の

報
告

以
降

急
速

に
東

ア
ジ

ア
に

拡
⼤

し、
20

24
年

４
⽉

時
点

で
、⽇

本
と定

期
航

路
が

あ
る

韓
国

の
釜

⼭
の

港
湾

近
隣

に
お

い
て

野
⽣

イノ
シ

シ
の

死
亡

が
25

例
報

告
され

て
お

り、
関

係
省

庁
とも

連
携

しな
が

ら侵
⼊

防
⽌

に
努

め
て

い
る

とこ
ろ

。本
病

の
発

⽣
に

備
え

、ワ
クチ

ンの
実

⽤
化

や
疾

病
発

⽣
時

の
拡

散
リス

ク評
価

が
急

務
。

〇
野

⽣
イノ

シ
シ

対
策

に
つ

い
て

は
、C

SF
及

び
AS

Fウ
イル

ス
の

農
場

へ
の

侵
⼊

リス
ク管

理
に

極
め

て
重

要
で

あ
り、

農
場

へ
の

ウイ
ル

ス
伝

播
経

路
の

解
明

、環
境

中
に

お
け

る
リス

クの
的

確
な

把
握

及
び

リス
ク低

減
の

た
め

、野
⽣

イノ
シ

シ
の

⽣
息

状
況

の
モ

ニタ
リン

グ
や

、よ
り効

果
的

な
経

⼝
ワ

クチ
ン散

布
⼿

法
等

の
対

策
の

⾼
度

化
が

必
要

。
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新
た

な
感

染
症

の
出

現
に

対
して

レ
ジ

リエ
ン

トな
畜

産
業

を
実

現
す

る
た

め
の

家
畜

感
染

症
対

策
技

術
の

開
発

〜
⽜

の
ラ

ン
ピ

ー
ス

キ
ン

病
に

対
す

る
診

断
体

制
の

強
化

〜
（

拡
充

）

安
全

な
農

畜
⽔

産
物

安
定

供
給

の
た

め
の

包
括

的
レ

ギ
ュラ

トリ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
推

進
事

業
の

うち
①

課
題

解
決

型
プ

ロ
ジ

ェク
ト研

究
イ

動
物

衛
⽣

対
応

プ
ロ

ジ
ェク

トの
うち

レ
ジ

リエ
ン

トな
畜

産
業

実
現

の
た

め
の

技
術

開
発

（
令

和
５

〜
９

年
度

）

背
景

と⽬
的

背
景

と⽬
的

〇
20

22
〜

20
23

年
シ

ー
ズ

ンの
⾼

病
原

性
⿃

イン
フル

エ
ンザ

（
HP

AI
）

の
発

⽣
で

は
、1

,7
71

万
⽻

の
家

禽
が

殺
処

分
対

象
とな

り、
過

去
最

悪
の

被
害

とな
っ

た
。ま

た
、H

PA
I同

様
に

摘
発

淘
汰

が
原

則
の

⼝
蹄

疫
等

の
海

外
悪

性
伝

染
病

が
発

⽣
した

場
合

、わ
が

国
に

お
け

る
畜

産
物

の
輸

出
の

約
６

割
を

⽜
⾁

が
占

め
て

い
る

こと
か

ら（
令

和
４

年
の

実
績

は
52

0億
円

）
、輸

出
停

⽌
に

よ
る

損
失

も
甚

⼤
とな

る
。令

和
６

年
11

⽉
に

は
、こ

れ
ま

で
わ

が
国

へ
の

侵
⼊

が
危

惧
さ

れ
て

い
た

⽜
の

ラ
ン

ピ
ー

ス
キ

ン
病

の
発

⽣
が

初
め

て
確

認
さ

れ
た

とこ
ろ

。こ
の

よ
うな

感
染

症
に

よ
る

損
失

を
防

ぐた
め

の
技

術
開

発
は

急
務

で
あ

る
。

〇
⾼

頻
度

に
遺

伝
⼦

変
異

を
繰

り返
す

病
原

体
の

出
現

時
期

や
特

徴
の

予
測

は
困

難
で

あ
る

が
、⽣

産
現

場
に

存
在

す
る

最
新

の
流

⾏
株

を
含

む
さま

ざ
ま

な
家

畜
病

原
体

に
つ

い
て

、全
ゲ

ノム
情

報
や

対
策

技
術

を
蓄

積
す

る
こと

に
よ

り、
新

た
な

感
染

症
が

出
現

した
際

に
即

応
す

る
上

で
重

要
な

技
術

基
盤

が
得

られ
る

。
〇

上
述

の
ゲ

ノム
配

列
デ

ー
タを

活
⽤

し、
PC

R法
等

の
診

断
法

開
発

、有
効

性
の

⾼
い

ワ
クチ

ンを
作

出
す

る
た

め
の

抗
原

性
状

の
解

析
、新

た
な

接
種

⽅
法

や
製

造
⽅

法
を

含
む

ワ
クチ

ン技
術

基
盤

の
構

築
や

、農
場

に
お

い
て

病
原

体
を

侵
⼊

・ま
ん

延
させ

な
い

た
め

の
技

術
や

知
⾒

の
集

積
が

、わ
が

国
に

お
い

て
新

た
な

感
染

症
の

出
現

に
耐

え
うる

レ
ジ

リエ
ント

な
畜

産
業

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

で
あ

る
。

期
待

さ
れ

る
効

果
期

待
さ

れ
る

効
果

•
新

興
・再

興
感

染
症

の
出

現
に

即
応

で
き

る
技

術
基

盤
の

構
築

、
常

在
疾

病
の

診
断

技
術

の
⾼

度
化

•
ワ

クチ
ン

の
有

効
性

向
上

、製
造

の
省

⼒
化

に
よ

る
コス

ト削
減

に
よ

り、
国

産
ワ

クチ
ンの

競
争

⼒
強

化
•

感
染

症
の

リス
クに

対
す

る
エ

ビデ
ンス

に
基

づ
い

た
対

策
に

よ
り、

農
場

に
お

け
る

バ
イオ

セ
キ

ュリ
テ

ィレ
ベ

ル
が

向
上

研
究

内
容

研
究

内
容

【１
】

⽣
産

現
場

に
存

在
す

る
ウイ

ル
ス

や
細

菌
等

の
病

原
体

を
広

く対
象

とし
た

全
ゲ

ノム
解

析
及

び
当

該
デ

ー
タを

活
⽤

した
診

断
法

の
開

発
、

抗
原

性
状

の
解

析
と新

規
ワ

クチ
ン候

補
ウイ

ル
ス

株
の

選
定

（
⽜

の
呼

吸
器

病
症

候
群

、ラ
ンピ

ー
ス

キ
ン病

、豚
流

⾏
性

下
痢

等
）

【２
】

家
畜

⽤
ワ

クチ
ンの

接
種

の
省

⼒
化

、効
率

的
な

製
造

等
の

た
め

の
新

た
な

ワ
クチ

ン技
術

基
盤

の
構

築
（

ウイ
ル

ス
の

収
量

を
向

上
す

る
培

養
細

胞
等

）
【３

】
⽣

産
現

場
に

お
け

る
HP

AI
等

感
染

症
発

⽣
リス

クの
「⾒

え
る

化
」及

び
その

リス
ク制

御
に

効
果

的
な

対
策

技
術

の
実

証

家
畜

の
ウイ

ル
ス

、細
菌

等
の

全
ゲ

ノム
解

析
最

新
の

流
⾏

株
に

対
応

した
PC

R法
等

の
診

断
法

開
発

新
規

ワ
クチ

ン候
補

とな
る

ウイ
ル

ス
株

の
選

定
新

た
な

培
養

細
胞

等
の

ワ
クチ

ン技
術

基
盤

の
構

築
⽣

産
現

場
に

お
け

る
効

果
的

な
感

染
症

対
策

技
術

の
検

証

令
和

７
年

度
に

拡
充

す
る

内
容

・我
が

国
で

の
発

⽣
を

受
け

て
本

病
の

診
断

体
制

の
強

化
が

必
要

→
採

材
部

位
や

採
材

⽅
法

、発
症

個
体

の
摘

発
⽅

法
を

含
む

検
査

マ
ニ

ュア
ル

の
作

成
・⾁

⽤
種

及
び

乳
⽤

種
の

⽜
に

お
い

て
感

受
性

に
違

い
が

あ
る

こと
が

海
外

で
報

告
→

⽜
の

品
種

の
違

い
に

よ
る

病
態

解
析

及
び

整
備

す
る

診
断

法
の

妥
当

性
検

証

〇
⽜

の
ラ

ン
ピ

ー
ス

キ
ン

病
に

対
す

る
診

断
体

制
の

強
化

4

【令
和

７
年

度
予

算
額
︓
29
8（

28
7）

百
万
円
の
内
数
（
配
分
額
︓
13
8（

13
4）

百
万
円
）
】

4



安
全

な
農

畜
⽔

産
物

安
定

供
給

の
た

め
の

包
括

的
レ

ギ
ュラ

トリ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
推

進
事

業
の

うち
①

課
題

解
決

型
プ

ロ
ジ

ェク
ト研

究
ウ

ワ
ン

ヘ
ル

ス
・ア

プ
ロ

ー
チ

推
進

プ
ロ

ジ
ェク

ト
【令

和
７

年
度

予
算

額
︓

11
4（

13
1）

百
万

円
】

期
待

さ
れ

る
効

果
・家

畜
糞

尿
由

来
の

抗
菌

剤
や

薬
剤

耐
性

菌
の

環
境

中
へ

の
拡

散
を

評
価

・低
減

す
る

⼿
法

を
提

供
・抗

菌
剤

使
⽤

量
を

低
減

す
る

⼿
法

を
提

供
す

る
こと

に
よ

り、
抗

菌
剤

の
有

効
性

維
持

に
貢

献
・農

業
分

野
に

お
け

る
薬

剤
耐

性
菌

の
定

量
的

リス
ク評

価
を

可
能

に
し、

ヒト
へ

の
伝

播
リス

クを
低

減
させ

る
管

理
⼿

法
を

提
供

等

○
令

和
２

年
に

世
界

的
に

⼤
流

⾏
した

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
な

ど、
動

物
に

は
未

知
の

⼈
獣

共
通

感
染

症
（

⼈
と動

物
の

間
を

⾃
然

に
伝

播
可

能
な

感
染

症
）

の
原

因
とな

る
病

原
体

が
存

在
して

い
る

。
○

⼈
獣

共
通

感
染

症
を

起
こす

病
原

体
は

、世
界

で
20

0種
類

以
上

が
報

告
され

て
い

る
。

○
新

た
な

⼈
獣

共
通

感
染

症
の

発
⽣

に
備

え
、家

畜
（

周
辺

環
境

を
含

む
）

で
流

⾏
して

い
る

病
原

微
⽣

物
を

明
らか

に
し、

事
前

に
リス

クを
評

価
し

て
お

くこ
とが

必
要

（
遺

伝
⼦

変
異

に
よ

る
⼈

へ
の

感
染

性
の

獲
得

能
や

⾷
中

毒
の

原
因

とな
る

性
質

等
）

。

【1
】⼈

獣
共

通
感

染
症

とし
て

リス
クが

推
定

され
る

家
畜

病
原

体
の

特
性

の
解

明
、農

場
周

辺
環

境
で

の
流

⾏
状

況
の

調
査

（
豚

イン
フル

エ
ンザ

、⽜
の

D型
イン

フル
エ

ンザ
、⽜

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
、E

sc
he

ric
hi

a 
al

be
rt

ii
を

対
象

）
【2

】上
述

の
病

原
体

の
家

畜
へ

の
病

原
性

の
解

明
や

リス
クに

応
じた

対
策

に
資

す
る

基
盤

研
究

（
リス

クの
⾼

い
病

原
体

を
検

出
す

る
診

断
法

の
開

発
、ワ

ク
チ

ン開
発

に
必

要
な

候
補

株
の

作
出

等
）

背
景

と⽬
的

研
究

内
容

・宿
主

域
を

超
え

た
感

染
リス

クを
事

前
に

予
測

・パ
ンデ

ミッ
ク発

⽣
に

よ
る

農
業

経
済

へ
の

損
失

を
低

減
・リ

ス
クに

応
じた

対
策

を
事

前
に

提
案

新
た

な
⼈

獣
共

通
感

染
症

の
発

⽣
に

備
え

た
事

前
リス

ク
評

価
24

 (
27

)百
万

円

期
待

さ
れ

る
効

果

環
境

へ
の

抗
菌

剤
・薬

剤
耐

性
菌

の
拡

散
量

低
減

を
⽬

指
した

ワ
ン

ヘ
ル

ス
推

進
プ

ロ
ジ

ェク
ト

90
(1

04
) 

百
万

円

○
薬

剤
耐

性
菌

の
出

現
に

よる
感

染
症

の
拡

⼤
は

世
界

的
な

課
題

。み
どり

の
⾷

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
で

抗
菌

剤
に

頼
らな

い
畜

産
技

術
の

推
進

等
を予

定
。

○
抗

菌
剤

は
畜

産
や

農
業

で
広

く利
⽤

され
、安

全
な

⾷
料

の
安

定
供

給
に

多
⼤

な
貢

献
を

して
い

る
。⼀

⽅
、畜

産
、農

業
に

加
え

て
環

境
分

野
も

包
含

した
薬

剤
耐

性
菌

対
策

が
必

要
。

○
抗

菌
剤

の
利

⽤
量

や
薬

剤
耐

性
菌

の
出

現
率

を
家

畜
の

⽣
産

現
場

で
低

減
させ

る
技

術
、抗

菌
剤

や
薬

剤
耐

性
菌

の
環

境
へ

の
拡

散
を低

減
させ

る
技

術
を

開
発

す
る

必
要

。

【1
】

家
畜

糞
尿

由
来

の
抗

菌
剤

や
薬

剤
耐

性
菌

の
拡

散
リス

ク制
御

⼿
法

の
開

発
【2

】
家

畜
・家

き
ん

に
お

け
る

薬
剤

耐
性

菌
の

拡
散

リス
ク解

明
及

び
ま

ん
延

防
⽌

策
の

開
発

【3
】

抗
菌

剤
に

替
わ

る
⾷

中
毒

菌
及

び
薬

剤
耐

性
菌

の
ワク

チ
ン等

の
実

⽤
性

の
検

証
【4

】
ほ

場
に

投
⼊

され
る

抗
菌

剤
由

来
の

薬
剤

耐
性

菌
・遺

伝
⼦

の
野

菜
汚

染
と

ヒト
へ

の
伝

播
の

検
証

各
分

野
で

の
対

策
に

よ
り薬

剤
耐

性
菌

の
出

現
と拡

散
を

低
減

家
畜

・家
き

ん
⽣

産
畜

産
環

境
農

業
環

境

背
景

と⽬
的

研
究

内
容

5

5



野
生

イ
ノ

シ
シ

に
お

け
る

ア
フ

リ
カ

豚
熱

防
疫

措
置

の
具

体
化

に
関

す
る

緊
急

実
証

研
究

動
物

衛
生

・植
物

防
疫

上
の

問
題

点

動
植

物
検

疫
に

お
け

る
AI

を
活

用
し

た
Ｘ

線
画

像
解

析
に

よ

る
輸

入
検

査
技

術
・
シ

ス
テ

ム
の

開
発

に
向

け
た

調
査

研
究

近
年

、
国

際
郵

便
物

か
ら

種
苗

類
や

畜
産

物
が

見
つ

か
る

事
例

が
増

加
し

、
病

害
虫

の
侵

入
リ

ス
ク

が
高

ま
っ

て
い

る
が

、
郵

便
物

を
す

べ
て

開
封

し
、

検
査

す
る

こ
と

は
不

可
能

で
あ

る
た

め
、

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
検

査
で

き
る

体
制

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。

国
際

郵
便

物
に

対
す

る
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

輸
入

検
査

技
術

・
シ

ス
テ

ム
の

確
立

を
図

り
、

動
植

物
検

疫
体

制
の

強
化

を
推

進
す

る
。

A
Iを

活
用

し
た

X
線

画
像

解
析

に
よ

る
郵

便
物

が
包

有
す

る
種

苗
類

等
の

検
出

技
術

の
検

証
や

現
場

で
実

用
可

能
な

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
開

発
、

輸
入

検
査

の
現

場
で

の
実

現
可

能
性

調
査

等
を

行
う

。

研
究

開
発

実
施

中
の

研
究

課
題

例

食
品

安
全

、
動

物
衛

生
、

植
物

防
疫

等
の

分
野

に
お

い
て

、
適

切
な

リ
ス

ク
管

理
措

置
等

を
講

じ
る

た
め

、
現

存
す

る
技

術
シ

ー
ズ

や
知

見
を

活
用

し
て

、
法

令
・基

準
・
規

則
等

の
措

置
の

決
定

に
必

要
な

科
学

的
根

拠
を

得
る

た
め

の
研

究
を

短
期

的
・機

動
的

に
実

施
。

安
全

な
農

畜
⽔

産
物

安
定

供
給

の
た

め
の

包
括

的
レ

ギ
ュラ

トリ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
推

進
事

業
の

うち
②

短
期

課
題

解
決

型
研

究

動
物

衛
生

上
の

問
題

点

行
政

施
策

・措
置

ア
フ

リ
カ

豚
熱

（
A

S
F
）
が

わ
が

国
の

野
生

イ
ノ

シ
シ

に
ま

ん
延

し
た

場
合

、
飼

養
豚

へ
の

感
染

リ
ス

ク
が

急
激

に
高

ま
る

こ
と

か
ら

、
迅

速
な

摘
発

、
封

じ
込

め
の

た
め

検
体

採
取

方
法

や
死

体
処

理
方

法
を

具
体

化
す

る
必

要
が

あ
る

。

野
生

イ
ノ

シ
シ

の
AS

Fサ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
、
CS
Fと

の

鑑
別

検
査

法
の

確
立

及
び

防
疫

措
置

の
具

体
化

、
基

本
方

針
の

改
善

等
を

行
う

。

野
生

イ
ノ

シ
シ

死
亡

個
体

か
ら

の
採

材
手

法
、
AS

F 
・

CS
F高

感
度

検
査

法
の

開
発

・
実

証
及

び
死

亡
個

体
の

処
理

方
法

の
開

発
・
実

証
等

を
行

う
。

ま
た

、
各

都
道

府
県

に
お

け
る

防
疫

・
検

査
体

制
の

妥
当

性
検

証
等

を
行

う
。

研
究

開
発

【令
和

７
年

度
予

算
額

︓
90

（
90

）
百

万
円

】

事
業

内
容

海
洋

環
境

の
変

化
を

踏
ま

え
た

貝
毒

低
減

等
安

全
性

向
上

に
係

る
技

術
開

発
、

検
証

貝
毒

原
因

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

の
発

生
抑

制
手

法
の

安
全

性
、

有
効

性
の

検
証

を
行

う
と

と
も

に
、

新
た

に
毒

化
す

る
よ

う
に

な
っ

た
貝

類
や

、
従

来
と

異
な

る
部

位
で

の
強

毒
化

が
問

題
と

な
っ

て
い

る
貝

毒
の

蓄
積

等
動

態
特

性
を

解
明

す
る

。

食
品

安
全

上
の

問
題

点

行
政

施
策

・措
置

海
洋

環
境

の
変

化
に

伴
い

、
貝

毒
の

発
生

が
広

域
化

・
長

期
化

し
、

出
荷

自
粛

を
余

儀
な

く
さ

れ
る

こ
と

で
、

生
産

者
に

大
き

な
影

響
。

ま
た

、
こ

れ
ま

で
毒

化
し

て
い

な
か

っ
た

貝
類

・
部

位
が

毒
化

し
て

お
り

、
貝

毒
の

蓄
積

に
関

す
る

知
見

を
充

実
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

現
場

実
装

を
想

定
し

た
貝

毒
低

減
技

術
や

、
貝

毒
の

部
位

別
の

蓄
積

特
性

、
新

た
に

毒
化

し
た

貝
類

の
情

報
な

ど
を

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
と

し
て

示
す

。

行
政

施
策

・
措

置
に

必
要

な
科

学
的

知
見

研
究

開
発

反 映

行
政

施
策

・措
置

安
全

な
農

畜
水

産
物

の
安

定
供

給
の

た
め

の
レ

ギ
ュ

ラ
ト

リ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
推

進
計

画

R7
年

度
に

実
施

す
る

内
容

研
究

成
果

を
食

品
安

全
・

動
植

物
防

疫
等

の
施

策
・

措
置

に
反

映
す

る
こ

と
に

よ
り

、
安

全
な

国
産

農
畜

水
産

物
の

安
定

供
給

が
可

能
と

な
り

輸
出

促
進

に
も

貢
献

R6
年
3月

改
正

の
「
安

全
な

農
畜

水
産

物
の

安
定

供
給

の
た

め
の

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

研
究

推
進

計
画

」
別

紙
に

示
す

優
先

的
に

対
応

す
べ

き
危

害
要

因
等

の
研

究
を

、
計

画
的

に
実

施
。

こ
の

た
め

、
R7

年
度

よ
り

、
同

計
画

に
基

づ
く
研

究
課

題
（
対

象
：有

害
化

学
物

・
微

生
物

、
家

畜
疾

病
、

植
物

病
害

虫
、

水
産

疾
病

）及
び
R6

年
度

内
に

新
た

に
発

生
す

る
と

想
定

さ
れ

る
課

題
を

確
実

に
実

施
。

優
先

す
べ

き
危

害
要

因
等

を
リ

ス
ト

化

・
有

害
化

学
物

質
・
有

害
微

生
物

・
動

物
疾

病
・
植

物
病

害
虫

・
水

産
動

物
疾

病

行
政

施
策

・
措

置
に

必
要

な
科

学
的

知
見

反 映
行

政
施

策
・
措

置
に

必
要

な
科

学
的

知
見

反 映

6
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